
平成２１年度 学校経営計画 学校関係者評価最終集計

学校自
己評価

学校自
己評価

4 １００％ 4 ９０％以上 Ａ 自己評価は適当である Ａ 6

3 ９０％以上 3 ８０％以上 Ｂ 自己評価は適当でない Ｂ

2 ８０％以上 2 ７５％以上
８０％未満 Ｃ 評価は可能だが説明・資料不足 Ｃ

1 ８０％未満 1 ７５％未満 Ｄ 評価は不可能である Ｄ

4 ９５％以上 4 ２０％未満 Ａ 自己評価は適当である Ａ 5

3 ９０％以上 3 ３０％未満 Ｂ 自己評価は適当でない Ｂ

2 ８０％以上 2 ４０％未満 Ｃ 評価は可能だが説明・資料不足 Ｃ

1 ８０％未満 1 ４０％以上 Ｄ 評価は不可能である Ｄ

4 ９５％以上 4 ９０％以上 Ａ 自己評価は適当である Ａ 6

3 ９０％以上 3 ８０％以上 Ｂ 自己評価は適当でない Ｂ

2 ８０％以上 2 ７５％以上 Ｃ 評価は可能だが説明・資料不足 Ｃ

1 ８０％未満 1 ７５％未満 Ｄ 評価は不可能である Ｄ

4 ９０％以上 4 ９０％以上 Ａ 自己評価は適当である Ａ 6

3 ８０％以上 3 ８０％以上 Ｂ 自己評価は適当でない Ｂ

2 ７５％以上 2 ７５％以上 Ｃ 評価は可能だが説明・資料不足 Ｃ

1 ７５％未満 1 ７５％未満 Ｄ 評価は不可能である Ｄ

4 月２回以上 4 ８０％以上 Ａ 自己評価は適当である Ａ 5

3 月１回以上 3 ７５％以上 Ｂ 自己評価は適当でない Ｂ 1

2 不定期 2 ６０％以上 Ｃ 評価は可能だが説明・資料不足 Ｃ

1 実施なし 1 ６０％未満 Ｄ 評価は不可能である Ｄ

4 ９０％以上 4 ８０％以上 Ａ 自己評価は適当である Ａ 6

3 ８０％以上 3 ６０％以上 Ｂ 自己評価は適当でない Ｂ

2 ７５％以上 2 ５０％以上 Ｃ 評価は可能だが説明・資料不足 Ｃ

1 ７５％未満 1 ５０％未満 Ｄ 評価は不可能である Ｄ

評価委員会アンケート

４

８２％

・教育活動の理解度向上、
地域への関わりへの成果
は着実に上がった。学内、
学外への広報（情報の発
信）をさらに進めること。

小中連携、地域連
携で昨年度より新し
い企画を実施し、学
区内の行事へ積極
的に参加していく。

・学校･学年・学級･部活、個人で
地域へのボランティア活動の機
会を増やす。
・「総合的な学習」に地域連携の
取り組みを取り入れる。

6

教師アンケートで
『学校･学年・学
級･部活の各担当
でボランティア活
動として取り組み
を昨年度にない新
しい取り組みを計
画・実施する。』と
する教員の割合

１

６３％

地域にかかわる取
組み・ボランティア
活動に参加した生
徒の割合

４

６０％

・教育活動の理解度向上、
地域への関わりへの成果
は着実に上がった。学内、
学外への広報（情報の発
信）をさらに進めること。
・学校は地域によく出向い
ていると思う。生徒は地域
行事によく参加協力をして
いる。

5

学校・学年・学級・
部活等で通信発
行を実施（ＨＰ更
新含む）の状況

３

８０％

保護者アンケート
で学校の様子の
理解について、肯
定的評価している
保護者の割合

ま
ち
ぐ
る
み
に
よ
る
教
育
の
推
進

保護者・地域に学
校の取組に対する
理解を広め、学校
に対する信頼度の
肯定的評価を９
５％以上とする。

学校の教育活動の
理解度に対し、保
護者・地域による肯
定的評価を８０％以
上とする。

・学校通信、学年通信、学級通
信、部活通信を地域へ配布す
る。
・保護者参加もしくは参観できる
学年（ＰＴＣ含む）・学級（ＰＴＣ含
む）・教科・部活等の独自の行事
を実施する。（全学年の授業参観
日は除く）

３

8４％

・生徒の人間関係づくり、
自主性の育成に対する効
果は顕著である。

学校生活での自己
有用感において生
徒の８０％以上が肯
定的評価となる。

・学級リーダー会指導を毎週火
曜日に定期的に実施（課題解決
を図る）
・生徒による実行委員会を中心に
企画・運営していく活動を実践す
る。

4

教師アンケートで
『生徒が中心に
なった行事や取り
組みが仕組めた』
とする教員の割合

２

７７％

生徒アンケートで
『自分の行動や取
組みがクラスにと
ても役立っている
と感じている。』生
徒の割合

４

９０％

・生徒の人間関係づくり、
自主性の育成に対する効
果は顕著である。

3

教師アンケートで
『自ら生徒への声
かけ・挨拶』をする
教員の割合

４

９６％

自らあいさつの習
慣がついたという
生徒の割合豊

か
な
人
間
性
の
育
成

あいさつ・声かけを
通して、学校全体
でお互いを信頼
し、尊重し合える集
団づくりを目指し
て、学校や学級、ま
たは自分が成長し
ていると感じる生徒
が１００％となる。

あいさつ、声かけの
習慣がついている
生徒が９０％以上と
なる。

・あいさつ・声かけ習慣の確立
・学活・道徳・総合的学習の時間
等において、人間関係づくりの取
組みを実践。
・生活全般において、意欲的で
前向きな行動に対する肯定的評
価活動を実施。（『がんばりカー
ド』等）

３

８０％

・学力向上へ教員の授業
に対する意欲的に取り組
む姿勢を高く評価する。
・努力指標の学校自己評
価が上がるよう工夫してほ
しい。

観点別評価Ｃの生
徒を３０％未満とす
る。

・「学習の手引き」を作成し、全学
年で統一して実践
・低学力対応の取り組みを工夫し
て実施（帯時間での実施、通常
学級での支援活動の実施等）

2

教師アンケートで
低学力の生徒の
『学習への意欲を
高めた』とする教
員の割合

１

６０％

通知表の達成度
ABCで１つでもC
評価がある生徒の
割合

２

３９％

・学力向上へ教員の授業に対す
る意欲的に取り組む姿勢を高く
評価する。
・短期間の目標達成は厳しいの
で長く生徒を見てやってほしい。
・努力指標の学校自己評価が上
がるよう工夫してほしい。
・目標よりも指標がはるかに低い
場合は、目標の立て方に問題が
あるか、よりきめ細かい数値の設
定が必要なのでは。

1

教員のアンケート
で『ねらいが達成
できた』授業の割
合

１

７４％

生徒アンケートで
『授業の目標を達
成できた』とする生
徒の割合

学
力
の
向
上

授業に対し意欲的
に取り組むことがで
きる生徒が９５％以
上

授業目標を達成で
きたと実感する生徒
が８０％以上とす
る。

・教員は『授業目標の明示』と『授
業の振り返り（まとめ）』を毎時間、
徹底する。
・学習リーダーの育成を工夫し、
学校で統一して実施
・生徒による授業評価の実施す
る。

学校関係者評価 記入欄
（Ａ～Ｄのうち１つに○を）

ご質問・ご意見欄
特にＢ以下の評価となった
理由もお聞かせ下さい努力指標 成果指標

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策 評価
番号

評価指標・評価基準


